
・新しい地域おこし協力隊が着任しました
・緑の募金事業について
・参議院議員選挙が行われます

今月の主な内容

広報ひじ
HIJI  town  Public  Relations  magazine

日出総合高校野球部

令和最初の甲子園を目指して

『広報ひじ 』 が

毎 月 あ な た の

スマホに届 く！

© 1976, 2019 SANRIO CO.,LTD.
APPROVAL No.T60041804 July 2019　№ 542

７



目指せ甲子園

第 101 回全国高校野球選抜大会 大分大会 日程
開会式　　７月７日（日）
試合期間　７月７日（日）～７月 24 日（水）
日出総合高校初戦　７月９日（火）14 時 30 分～
試合会場　別大興産スタジアム（旧・新大分球場　大分市青葉町１－１）

全国高校野球選抜大会（甲子園大会）　８月７日（水）～８月 21 日（水）

　

梅
雨
入
り
し
な
い
ま
ま
夏

の
日
差
し
が
射
し
は
じ
め
た

６
月
中
旬
、
県
立
日
出
総
合

高
校
の
野
球
場
に
は
、
高
校

球
児
た
ち
の
熱
い
声
が
響
い

て
い
た
。

　

１
０
１
回
目
を
迎
え
る
全

国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
。

令
和
最
初
の
栄
光
を
目
指
し

て
、
日
出
総
合
高
校
野
球
部

の
夏
が
始
ま
っ
た
。

日出高野球部応援企画 スポーツ2019 年（令和元年）７月

日出高野球部
応援特別号

練
習
に
励
む
選
手

た
ち
（
日
出
総
合

高
校
野
球
場　

６

月
12
日
）
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日
出
総
合
高
校
野
球
部

は
、
選
手
38
名
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
５
名
が
所
属
。
日
出

町
出
身
の
選
手
も
増
え
て
い

る
と
い
う
。

　

監
督
を
務
め
る
塚
本
涼
先

生
は
、
今
年
の
チ
ー
ム
に
つ

い
て
「
大
き
く
ム
ラ
や
波
が

出
な
い
チ
ー
ム
だ
と
思
う
。

精
神
的
に
弱
い
面
が
あ
る
の

で
、
ピ
ン
チ
の
局
面
か
ら
逃

げ
な
い
メ
ン
タ
ル
を
大
会

ま
で
に
身
に
つ
け
て
、
昨
年

以
上
の
成
績
を
出
し
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

　
「
平
常
心
で
挑
み
、
大
会

で
も
普
段
の
力
を
出
し
切
っ

て
欲
し
い
」
と
選
手
た
ち
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い

た
。

上田キャプテン

丸山選手（大神中出身）

　

上
田
真ま

な
と斗

主
将
は
、「
昨

年
は
夏
も
秋
も
シ
ー
ド
校
に

敗
れ
て
い
る
。今
年
は
、シ
ー

ド
校
に
打
ち
勝
っ
て
上
位
を

狙
い
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
、「
練
習
中
の
意
識
は

高
い
が
、
試
合
で
は
ミ
ス
の

後
の
気
持
ち
の
切
り
替
え
が

弱
い
。
主
将
の
自
分
が
、
全

体
の
気
持
ち
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」と
、今
年
の
チ
ー

ム
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

ま
た
、
町
内
出
身
の
３

年
生
、
本
田
陸り

く

選
手
と
丸
山

海
翔
選
手
は
「
チ
ー
ム
の
状

態
は
上
が
っ
て
い
る
。
特
に

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
調
子
が
上

が
っ
て
い
る
」「
守
備
に
つ

い
て
も
、
我
慢
強
さ
が
あ
る

と
思
う
」
と
語
り
、
２
人
と

も
「
昨
年
の
悔
し
さ
を
は
ら

し
、上
位
へ
食
い
込
み
た
い
」

と
目
標
を
掲
げ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
２
年
生

の
二
宮
佑ゆ
う
き生

選
手
は
「
キ
ャ

プ
テ
ン
を
中
心
に
よ
く
声
が

出
て
い
る
。
去
年
は
ベ
ン
チ

だ
っ
た
が
、
も
し
今
年
試
合

に
出
れ
た
ら
、
全
力
で
先
輩

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

日出高野球部応援企画スポーツ 2019 年（令和元年）７月

本田選手（大神中出身）

二宮選手（日出中出身）

第 101 回全国高校野球選抜大会 大分大会 組合表

③ 2019.7ひじ2019.7ひじ
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まちの話題
５月～６月

公式 SNS やアプリでまちの旬な情報を
リアルタイムで発信中！

蛍が飛び交う様子

町
内
外
の
参
加
者
で
ホ
タ
ル
観
賞

第
８
回
桜
川
ホ
タ
ル
祭
り

　

５
月
26
日
、
真
那
井
な
ご
み
倶
楽
部

ホ
タ
ル
を
守
る
会
の
主
催
で
、
桜
川
ホ

危
険
個
所
や
防
災
体
制
を
確
認

日
出
町
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

危険個所の説明を受ける参加者

　

５
月
23
日
、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実

施
さ
れ
、
国
・
県
の
関
係
機
関
や
自
衛

隊
、
警
察
や
消
防
な
ど
か
ら
、
関
係
者

約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
に
先
立
ち
、
本
田
町
長

が
「
梅
雨
も
近
づ
い
て
い
る
。
万
全
の

態
勢
を
整
え
た
い
の
で
関
係
各
位
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
つ
づ
い
て
危
険
個
所
55
箇
所
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
３
カ
所
を
現
地

視
察
し
、
危
険
個
所
の
確
認
や
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
職
員
全
員
に
危
険

個
所
の
把
握
を
徹
底
さ
せ
た
い
、
予
防

と
発
災
時
へ
の
備
え
の
両
方
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

タ
ル
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
真
那
井
地
区
公
民
館
で
は
、

地
元
住
民
に
よ
る
夜
店
が
開
か
れ
た
ほ

か
、
大
神
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
を
は
じ
め
、
マ
リ
ン
バ
演
奏
や
コ
ー

ラ
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
地
区
内
外
の
来

場
者
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

日
没
後
は
、
会
場
か
ら
少
し
離
れ
た

桜
川
沿
い
の
ホ
タ
ル
観
賞
場
所
へ
移

動
。
は
じ
め
は
点
々
と
光
る
程
度
で
し

た
が
、
暗
く
な
り
気
温
が
下
が
る
に
つ

れ
て
数
が
増
え
、
20
時
頃
に
は
た
く
さ

ん
の
蛍
が
乱
舞
す
る
様
子
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
よ
り
飛
び
始
め
る
の

が
早
い
と
の
こ
と
。
こ
の
日
は
桜
川
の

上
流
や
隣
接
す
る
田
ん
ぼ
の
上
で
、
特

に
多
く
の
蛍
が
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

祭りのスタートを飾った大神中吹奏楽部

　

５
月
26
日
、
昭
和
電
工
武
道
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
第
72
回
大
分
県
民
体

育
大
会
と
第
14
回
大
分
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
合
同
開
会
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
会
場
に
は
、
県
民
体
育
大
会
、
県
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
そ
れ
ぞ
れ
の
選

手
団
が
集
合
。
各
市
町
の
特
産
品
な
ど

を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
入
場
が
行
わ
れ
、
日

出
町
選
手
団
は
二
階
堂
麦
焼
酎
を
掲
げ

て
、
堂
々
の
入
場
行
進
を
行
い
ま
し

た
。

　

開
会
式
の
後
は
、
県
民
体
育
大
会
の

剣
道
と
綱
引
き
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
卓
球
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

が
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

第
72
回
県
民
体
育
大
会

第
14
回
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

合
同
で
開
会
式
開
催

特産品『二階堂』を掲げ入場する選手団

④2019.7ひじ2019.7ひじ
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「
あ
ま
い
」「
お
い
し
い
」

大
神
幼
稚
園
い
ち
ご
狩
り
体
験猫さんもイチゴ食べるかな？

　

５
月
30
日
、
大
神
照
川
区
の
岩
城
農

園
（
園
主
・
岩
城
保
さ
ん
）
で
、
幼
稚

園
児
に
よ
る
い
ち
ご
狩
り
体
験
が
行
わ

れ
、
大
神
幼
稚
園
の
園
児
16
名
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ち
ご
狩
り
体
験
は
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
が
農
業
に
触
れ
る
機
会
を
作
り

た
い
と
い
う
、
岩
城
さ
ん
の
好
意
に
よ

り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
い
ち
ご
の
摘
み
方
を

教
わ
っ
た
後
、
収
穫
用
の
箱
を
持
っ
て

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
へ
。
甘
い
香
り

に
包
ま
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
大
は

し
ゃ
ぎ
。
そ
の
場
で
食
べ
る
だ
け
で
な

く
、「
い
っ
ぱ
い
採
っ
て
家
族
へ
の
お

土
産
に
す
る
」
と
、
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
の

い
ち
ご
を
箱
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
、
令
和
元
年
春
の
叙
勲
に

お
い
て
瑞
宝
単
光
章
を
受
賞
し
た
中
村

健
治
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
本
田
町
長

へ
受
章
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
日
出
町

消
防
団
に
入
団
し
、
平
成
26
年
ま
で
37

年
間
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
を
続
け
ら

れ
、
平
成
24
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
は

消
防
団
長
も
務
め
ま
し
た
。

　

受
章
に
あ
た
り
、
中
村
さ
ん
は
「
先

輩
方
の
こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
と
、
後
輩

の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
こ
の
よ

う
な
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
話

し
、 

本
田
町
長
は
「
長
い
間
、
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
」
と
叙
勲
を
た

た
え
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

元
消
防
団
長
の
中
村
健
治
さ
ん勲章と賞状を手に記念写真

　

５
月
29
日
、
豊
岡
小
学
校
で
『
人
権

の
花
』
運
動
指
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
『
人
権
の
花
』
運
動
は
、
花
の
種
子

を
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
育
て
る
こ
と

で
人
を
思
い
や
る
優
し
い
心
を
育
ん
で

も
ら
お
う
と
、
法
務
省
が
全
国
で
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

交
付
式
に
あ
た
り
、
小
原
徳
三
校
長

は
「
花
を
見
た
ら
笑
顔
に
な
る
、
み
ん

な
が
笑
顔
で
い
た
ら
幸
せ
だ
と
思
う
。

花
を
育
て
る
な
か
で
、
そ
う
い
う
心
を

育
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
の
方
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
を
育
て
る
予
定
だ
そ
う

で
す
。

咲
か
せ
よ
う
笑
顔
の
花

『
人
権
の
花
』
運
動
指
定
書
交
付
式指定書とマスコットを受け取りました

　

６
月
９
日
、
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
と
表
彰
式
が
、
杵
築
速
見
歯
科

医
師
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
高
齢
者
の
部
と
親
子
の
部

に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の

部
で
は
川
崎
地
区
の
松
尾
住
子
さ
ん

が
、
親
子
の
部
で
は
同
じ
く
川
崎
地
区

の
田
吹
由
香
里
さ
ん
・
日
々
人
く
ん
親

子
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
評
で
は
、
杵
築
速
見
歯
科
医
師
会

の
田
川
尚
之
会
長
が
「
最
優
秀
賞
と
優

秀
賞
に
分
け
た
が
、
こ
こ
に
い
る
人
は

全
員
最
優
秀
賞
の
資
格
が
あ
る
、
良
い

歯
を
持
っ
た
人
た
ち
で
し
た
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

田
吹
さ
ん
親
子
は
、７
月
13
日
（
土
）

に
行
わ
れ
る
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

し
ま
す
。

歯
と
口
か
ら
健
康
に

日
出
町
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル親子の部最優秀賞の田吹さん一家
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６
月
11
日
と
18
日
、
町
内
の
各
幼
稚

園
で
、
大
分
海
上
保
安
部
に
よ
る
海
洋

環
境
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に

合
わ
せ
て
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
海
洋

環
境
保
全
を
意
識
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
園
児
の
海
難
事
故
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
海
洋
ご
み
を
食
べ

て
し
ま
っ
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
紙
芝
居
や
、

海
に
ご
み
を
捨
て
る
悪
人
を
懲
ら
し
め

る
劇
な
ど
を
通
し
て
、「
海
に
ご
み
を

捨
て
な
い
」「
溺
れ
た
人
を
見
つ
け
た

ら
、
大
き
な
声
で
大
人
の
助
け
を
呼

ぶ
」
と
、
き
れ
い
な
海
で
楽
し
く
遊
ぶ

た
め
の
約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
手
植
え
を
経
験

片
原
津
区
で
田
植
え
体
験
会

海上保安部による劇を見る園児（日出幼稚園）

　

６
月
９
日
、
日
出
地
域
農
業
青
年
連

絡
協
議
会
の
企
画
で
、『
農
業
青
年
手

作
り
交
流
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
農
業
者
自
ら
が
農
業
の

楽
し
さ
、
大
変
さ
、
本
物
の
国
産
農
産

物
の
お
い
し
さ
を
消
費
者
へ
伝
え
る
た

め
に
、
別
府
・
杵
築
・
日
出
地
域
の
青

年
農
業
者
が
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
今
年
は
12
組
37

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
農
作
業
体
験
と
し
て
杵

築
市
で
い
ち
ご
狩
り
を
行
っ
た
あ
と
、

日
出
町
の
関
口
観
光
農
園
へ
移
動
。
お

昼
は
農
業
者
が
持
ち
寄
っ
た
野
菜
を

使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
味
わ
い
、
午

後
か
ら
は
加
工
体
験
と
し
て
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

郷
土
の
賢
人
を
偲
ん
で

第
１
６
８
回
帆
足
萬
里
忌
辰
祭

おいしいアイスができるといいな

　

６
月
16
日
、
大
神
片
原
津
区
で
地
域

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
ら
を
対
象
と

し
た
田
植
え
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
体
験
会
は
、
片
原
津
区
農
村

環
境
保
全
会
議
（
岩
尾
昭
市
代
表
）
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で

12
回
目
。
大
人
28
名
、
子
ど
も
21
名
の

計
49
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

も
ち
米
の
苗
を
受
け
取
っ
た
参
加
者

た
ち
は
、
地
元
農
家
の
方
か
ら
植
え
方

を
教
わ
り
、
植
え
縄
（
等
間
隔
に
稲
を

植
え
る
た
め
に
赤
い
目
印
を
付
け
た

縄
）
を
使
っ
て
一
列
ず
つ
手
植
え
。

　

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
作
業
を
す

る
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
毎
年
参
加
し

て
い
る
子
ど
も
も
お
り
、
年
々
上
達
す

る
腕
前
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

園
児
を
対
象
に
海
洋
環
境
教
室

　

日
出
町
出
身
で
『
豊
後
の
三
賢
人
』

の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
帆ほ
あ
し足

萬ば
ん
り里

（
１
７
７
８
～
１
８
５
２
）
を
偲
ん
で
、

６
月
14
日
、
第
１
６
８
回
忌き
し
ん
さ
い

辰
祭
が
、

日
出
佐
尾
区
の
萬
里
の
墓
所
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

日
出
小
学
校
４
年
生
の
57
名
は
、『
総

合
的
な
学
習
の
時
間
』
を
活
用
し
て
帆

足
萬
里
に
つ
い
て
学
び
、
今
回
の
忌
辰

祭
に
参
列
。
他
の
参
列
者
ら
と
と
も
に

『
萬
里
先
生
賛
歌
』
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

帆
足
萬
里
忌
辰
祭
実
行
委
員
会
の
工

藤
智
弘
実
行
委
員
長
は
、「
萬
里
先
生

の
功
績
は
素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
だ

が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
人
も
多
い
。

い
ろ
ん
な
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

地
元
農
業
者
が
企
画

農
業
青
年
手
作
り
交
流
会

焼香をする日出小学校児童たち

泥だらけになりながら稲を植える参加者たち
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冨田 's　ぷろふぃーる

　　昭和34年 12月 18日生まれ（59歳）
　　出身　大分市
　　趣味　�アンティークコレクション、サイクリング
　　　　  トレッキング、キャンプ、釣り、カヌーなど

冨田 's　これまで

　　鶴崎工業高校を卒業後、デザイン会社などに勤務。
　　平成28年に、熊本県菊池市の地域おこし協力隊に就任。
　　廃校を拠点に活動し。ダム祭りの開催などを行った。
　�　�平成 31年３月に任期満了を迎え、地元大分県でこれま

での経験を活かすため、日出町地域おこし協力隊へ応募。

新しい地域おこし協力隊員の

冨
と み た

田　満
みつる

です！
自己紹介
　７月から、日出町の地域おこし協力隊として活動すること
になりました、冨田満です。
　出身は大分市です。高校卒業後は京都や福岡、東京でデザ
イン企画やイベント企画などの仕事をして、いくつかの賞も
いただきました。
　３月までは、熊本県の菊池市で地域おこし協力隊として活
動もしてきました。
　これまでの経験を生かして、日出町らしく楽しいオリジナ
リティのある企画を考え、町内外からのお客さんを増やせる
よう頑張ります！

日出町の印象
　城下町の古風な街並みが素敵だと感じま
した。
　また、海の幸も豊かで、魚介類が好きな
私にはたまりません！

日出町でやりたいこと
　城下町の景観に合う、朝市・ボロ市を開
催したいです。町内外からのお客さんとの
コミュニケーションが生まれ、食料品から
日用雑貨、骨董品まで扱っているボロ市な
どが素敵だと考えています。
　また、熊本ではツリーハウスを建てまし
た。日出町でもツリーハウスを作れたら、
子どもから大人の方まで喜んでいただける
と思います。

　着任後は、大神地区活性化協議会のコーディネーターとして、イベントの企画や運営、PR活動など
に携わっていきます。
　また、大神以外の地区のイベントにもたくさん参加したいと思っているので、ぜひお声がけください。
　
　ゆくゆくは、古民家などを活用してデザイナーズカフェなどもしたいと考えています。ご興味のあ
る方、同じような思いのある方は、ご連絡ください！

　活動拠点　大神地区公民館
　　　　　　（日出町大神2958番地１）
　活動日時　月曜～金曜　８時30分～ 17時
　　　　　　�※�基本の活動日です。これ以外の曜日・

時間でも、地区のイベント等、どん
どん誘ってください！

　ご連絡・活動のお誘い　
　　　　　　　☎72-2015
　　　　　　　Mail　real_326@yahoo.co.jp

ご連絡はこちら

ツリーハウス（上）と、
手作りハンモック（右）

熊本県
菊池市での
作品たち

HIJI  TOWN  TOPICS
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

お知らせ
制度改正や手続き、暮らしに

役立つ行政情報をお知らせします

年 金 ポ ー タ ル サ イ ト の URL は 次 の 通 り で す
URL　https://www.mhlw.go.jp/nenkinportal/
■ 問 合 先 　 住 民 課  年 金 係 　  ☎ 73-3122
　 　 　 　 　 別 府 年 金 事 務 所 　 ☎ 22-5111

２０歳前障害基礎年金
受給者の皆様へ

■ 所 得 状 況 届 の 提 出 が 不 要 に な り ま す
　�　 毎 年、7 月 に 提 出 し て い た だ い て い た 『 所 得

状 況 届 （ ハ ガ キ ）』 は、 国 民 年 金 法 が 一 部 改 正
さ れ た こ と に 伴 い、 原 則、 提 出 し て い た だ く 必
要 が あ り ま せ ん。 前 年 分 の 所 得 状 況 が 確 認 で き
な い 方 に つ い て は、 別 途 ご 案 内 を い た し ま す。

■�障 害 状 態 確 認 届 の 提 出 期 限 が 変 わ り ま す。
　�　 こ れ ま で、6 月 末 ご ろ に 日 本 年 金 機 構 か ら 送

付 さ れ て い ま し た 障 害 状 態 確 認 届 （ 診 断 書 ） の
用 紙 は、 今 後 は、 誕 生 月 の 3 カ 月 前 の 月 末 に 日
本 年 金 機 構 か ら 送 付 さ れ、 誕 生 月 の 月 末 ま で に
提 出 し て い た だ く こ と に な り ま す。

　�　 ま た、 障 害 状 態 確 認 届 （診 断 書） の 作 成 期 間
が 今 ま で の 1 カ 月 以 内 か ら 3 カ 月 以 内 に 拡 大 さ
れ ま す。
※�提出期限が令和元年８月以降の方が対象です。
提出期限をご確認ください。

　 年 金 に つ い て 知 り た い こ と が す ぐ 探 せ る 年 金
ポ ー タ ル （厚 生 労 働 省 作 成） も ご 利 用 く だ さ い。

ＯＩＴＡえんむす部出会いサポート
センターが『出張えんむす部』をは
じめます

　 県 が 大 分 市 内 に 設 置 し た 『Ｏ Ｉ Ｔ Ａ え ん む す 部
出 会 い サ ポ ー ト セ ン タ ー』 で は、 結 婚 を 希 望 す る
若 者 を 応 援 す る た め、 会 員 制 に よ る １ 対 １ の お 見
合 い を 行 っ て い ま す。
　 ７ 月 下 旬 か ら は、 県 内 ５ カ 所 を 巡 回 す る 『出 張
え ん む す 部 （ 予 約 制 ）』 を 開 催。 お 住 ま い の 近 く
で 会 員 登 録 や お 相 手 検 索 を 行 う こ と が で き る よ う
に な り ま す。
　 詳 細 は、 今 後 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ で ご 案 内
す る 予 定 で す。
■ 対 象 者
　�20 歳 以 上 概 ね 40 歳 代 ま で の 結 婚 を 希 望 す る 独

身 の 方 で、 大 分 県 内 に お 住 ま い の 方 な ど
■ 入 会 登 録 料 　10,000 円 ／ ２ 年
■ 会 場 ・ ス ケ ジ ュ ー ル

会場 実施日
（いずれも日曜日の 11 時～ 17 時）

日田市複合文化施設

AOSE（アオーゼ）

2F 第 3 会議室

７月 21 日 , ８月 18 日 , ９月８日 , 

10 月 20 日 , 12 月１日 , 令和２年

１月 12 日 , 令和２年２月 16 日
佐伯市三余館 

2F 特別会議室

８月 11 日 , ９月 22 日 , 10 月 27 日 , 

11 月 17 日 ,12 月 15 日 ,

令和２年１月 26 日 , 令和２年３月１日
竹田市総合文化ホー

ル グランツたけた 

1F 楽屋 4

８月４日 , ９月 15 日 , 10 月６日 , 

11 月３日 , 12 月 22 日 , 

令和２年２月９日 , 令和２年３月 15 日
宇佐文化会館

ウサノピア 

1F 多目的室

７月 28 日 , ９月１日 , 10 月 13 日 , 

11 月 24 日 , 令和２年 １月５日 ,

令和２年２月２日 , 令和２年３月８日
くにさき総合文化セ

ンター・アストくに

さき

 1F 中会議室

８月 25 日 , ９月 29 日 , 11 月 10 日 , 

12 月８日 , 令和２年１月 19 日 , 

令和２年２月 23 日 , 令和２年３月 22 日

※来所予約の受付は７月７日 ( 日 ) から開始予定

■ 問 合 先 　
　OITA え ん む す 部 　 出 会 い サ ポ ー ト セ ン タ ー
　 〒 879-0029　 大 分 市 高 砂 町 ２ 番 50 号 　
　OASIS ひ ろ ば 21（１ 階）
☎ 097-578-7777　mail　oita-enmusubu.com
営 業 時 間 　 平 日 ・ 土 曜 日 　13 時 か ら 20 時
　 　 　 　 　 日 曜 ・ 祝 日 　 　11 時 か ら 18 時
※ 定 休 日 　 火 曜 ・ 水 曜 （お 盆 休 み 等 不 定 休 有）
～来所の際は、 ホームページからご予約をお願いします～
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『女性防災士』も活躍中！『防災
士養成研修』を受講しませんか？

　 地 域 に お け る 防 災 の 中 核 を 担 う リ ー ダ ー を 養 成
す る た め に、 大 分 県 主 催 で 『令 和 元 年 度 大 分 県 防
災 士 養 成 研 修』 が 開 催 さ れ ま す。
　 研 修 で は、 地 震 ・ 津 波 を は じ め と す る 様 々 な 災
害 の 特 性 や 対 策 に つ い て 学 び、 修 了 者 は 防 災 士 の
資 格 試 験 を 受 験 で き ま す。
　 今 年 度 も 地 域 の 防 災 力 向 上 の た め に、 こ の 研 修
を 受 講 さ れ る 方 を 募 集 し ま す。
　 な お、 女 性 な ら で は の 視 点 や 目 線 で の 活 動 を 強
化 す る た め、 女 性 も 募 集 し て い ま す。
　 皆 さ ん の ご 応 募 を お 待 ち し て い ま す。

■ 日 時
　 １ 日 目 　10 月 26 日（土）　 ９ 時 ～ 17 時（予 定）
　 ２ 日 目 　10 月 27 日（日）　 ９ 時 ～ 17 時（予 定）
※�２ 日 目 の 16 時 ～ 17 時 に 防 災 士 資 格 試 験 を 行 い

ま す。
■ 会 場 　 杵 築 健 康 福 祉 セ ン タ ー
■�募 集 人 数 　20 名（受 講 対 象 者 が 日 出 町、杵 築 市、

国 東 市 の ３ 市 町 の た め、 希 望 者 多 数 の 場 合 は 抽
選 に な り ま す。 ご 了 承 く だ さ い。）

■ 受 講 対 象 者
　�日 出 町 在 住 で、 お 住 ま い の 自 治 区 で の 防 災 活 動

に 積 極 的 に 参 加 す る 意 思 の あ る 方。 自 治 区 へ の
加 入 が 必 須 と な り ま す。 　

※�区 長 か ら の 推 薦 書 が 必 要 で す （様 式 あ り）。
※�原 則 と し て、 防 災 士 資 格 取 得 後 は 『日 出 町 防 災

士 会』 に 加 入 し て い た だ き ま す。
■ 研 修 受 講 料 　 無 料 （受 講 料 は 町 が 負 担 し ま す）
■ 申 込 期 限 　 ８ 月 ９ 日 （金）17 時 ま で
■ 問 合 先 　 総 務 課  危 機 管 理 室 　 ☎ 73-3150

口座振替を利用しませんか？

　 日 出 町 で は 町 の 公 金 ( 税 金 や 使 用 料 等 ) の 納 付
に つ い て 口 座 振 替 を 推 奨 し て い ま す。 口 座 振 替 に
し ま す と 金 融 機 関 な ど に 納 め に 行 く 手 間 が 省 け ま
す。『つ い』『う っ か り』 の 納 め 忘 れ が な く な り 大
変 便 利 で 安 心 で す。
■ 口 座 振 替 が ご 利 用 で き る 税 目
　�町 県 民 税、 固 定 資 産 税、 国 民 健 康 保 険 税、 軽 自

動 車 税、 介 護 保 険 料、 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料
■ 口 座 振 替 が ご 利 用 で き る 使 用 料 等
　�上 水 道 料 金、 下 水 道 料 金、 簡 易 水 道 料 金、 町 営

住 宅 使 用 料、 保 育 料
■ 口 座 振 替 を ご 利 用 で き る 金 融 機 関
　�大 分 銀 行、 豊 和 銀 行、 ゆ う ち ょ 銀 行、 郵 便 局、

大 分 み ら い 信 用 金 庫、 大 分 県 信 用 組 合、 べ っ ぷ
日 出 農 業 協 同 組 合 、 大 分 県 漁 業 協 同 組 合

■ お 申 込 み 方 法 （金 融 機 関 窓 口 で の お 申 込 み）
　�　 町 内 の 金 融 機 関、 お よ び、 ゆ う ち ょ 銀 行 ・ 郵

便 局 の 窓 口 に、『 町 税 等 預 金 口 座 振 替 依 頼 書 ・
自 動 払 込 受 付 通 知 書 兼 廃 止 届』（3 枚 綴 り の 用 紙）
を 用 意 し て い ま す。

　�　 必 要 事 項 を 記 入 ・ 押 印 後、 該 当 の 金 融 機 関、
お よ び ゆ う ち ょ 銀 行 ・ 郵 便 局 窓 口 へ 提 出 し て く
だ さ い。 お 申 込 み の 際 は、 預 貯 金 の 通 帳 と 届 出
印 を 持 参 し て く だ さ い。

※�用 紙 は、 税 務 課 で も 受 け 取 る こ と が で き ま す。

　 詳 し く は 町 の HP を ご 確 認 く だ さ い。
　�【 町 HP ⇒ 暮 ら し の 情 報 / 手 続 き ⇒ 税 金 ⇒ 町 税 の

納 付 ⇒ 口 座 振 替 に つ い て】

■ 問 合 先 　 税 務 課  収 納 係 　 ☎ 73-3123

別
添
６
（
横
長
）
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【募集戸数】　町営住宅４戸
Ａ町営・豊岡住宅（２階）
　所在地　日出町豊岡 6060 番地 29
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　14,000 円～ 20,800 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽、ボイラーは入居者負担
Ｂ町営・豊岡住宅（２階）
　所在地　日出町豊岡 6060 番地 29
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　13,200 円～ 19,700 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽、ボイラーは入居者負担
Ｃ町営・豊岡住宅（３階）
　所在地　日出町豊岡 6060 番地 29
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　13,800 円～ 20,600 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽、ボイラーは入居者負担
D 町営・仁王住宅（２階）
　所在地　日出町 970 番地
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　18,600 円～ 27,700 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽有、ボイラー有

※応募者が供給戸数を上回る場合は抽選となりま
す。
■募集期間　７月１日（月）～７月 18 日（木）
■抽選日時　７月 24 日（水）10 時～
■抽選会場　役場旧館３階　大会議室
■応募資格　※次のすべてに該当する方。
①�町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ
ること
②�同居する親族があること。ただし裁量世帯の場
合はこの限りではない。　
③�入 居 者 の 合 算 所 得（ 各 種 控 除 後 ） が 月 額
158,000 円以下であること。ただし裁量世帯の
場合は 214,000 円以下
④税金の滞納がないこと
⑤入居者名義の持家がないこと
⑥独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
⑦現に住宅に困っていること
⑧入居者が暴力団員ではないこと
■問合先　都市建設課  管理係　☎ 73-3172

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

日出町プレミアム付商品券を
販売します

　10 月予定の消費税率引上げによる低所得者・

子育て世帯の消費に与える影響緩和のひとつとし

て『日出町プレミアム付商品券』を販売します。

　対象者には、町から案内を郵送します。

販売対象者
■低所得者向け

　７月下旬～８月上旬に申請書を郵送します。

　�対象は、日出町に住民票があり、2019 年度の

住民税が課税されていない人 (2019 年１月１日

時点 ) です。

※�住民税が課税されている人の扶養親族や生活保

護受給者は除きます。

○販売上限額

　�利用可能額 5,000 円 ( 販売額 4,000 円 ) の商品券

を１人につき５冊まで販売します。

　�最大で、25,000 円分の商品券を 20,000 円で購入

できます。

■子育て世帯向け
　�9 月以降に商品券の購入引換券を郵送します。

申請は不要です。

　�対象は、日出町に住民票があり、2016 年４月

２日から 2019 年９月 30 日までの間に生まれた

子が属する世帯の世帯主などです。

○販売上限額

　�利用可能額 5,000 円 ( 販売額 4,000 円 ) を子１人

につき５冊まで販売します。

　�最大で、対象となる子１人につき 25,000 円分

の商品券を 20,000 円で購入できます。

　商品券を使用できる店舗を募集します。

　販売促進や新規顧客の開拓、消費税増税後の消

費の落ち込みの抑制対策として、商品券の取扱加

盟店にぜひお申込みください。

町営住宅入居者募集（７月分）

　＜町内事業者の皆様へ＞
取扱加盟店を募集します

■�問合先　日出町プレミアム付商品券事業事務局

☎ 75-9098  75-9080

※�詳細については、決まり次第、町広報・HP で

お知らせします。



■ 問 合 先 　 総 務 課  危 機 管 理 室 　 ☎ 73-3150
　 　 　 　 　 別 府 土 木 事 務 所 　 ☎ 67-0211

みんなで防ごう、土砂災害！　
～土砂災害から生命を守るために～

土 砂 災 害 か ら 身 を 守 る た め に
『日 頃 の 備 え』 と 『早 め の 避 難』 を

『令和元年おおいた夏の事故ゼ
ロ運動』の実施について

　 夏 の 行 楽 期 に は、 観 光 に よ る 交 通 量 の 増 加 や、
暑 さ か ら く る 疲 労 等 に よ り、 交 通 事 故 の 増 加 が 懸
念 さ れ て い ま す。 運 動 期 間 中 は 特 に つ ぎ の 点 に 注
意 し、 安 全 運 転 を 心 が け ま し ょ う。
■ 運 動 の 重 点
○�横 断 歩 道 で の マ ナ ー ア ッ プ 推 進 　 ～ 世 界 が 見 て

い る あ な た の 交 通 マ ナ ー ～
○ 高 齢 者 と 子 ど も の 交 通 事 故 防 止
○ 追 突 事 故 の 防 止 　 ～ ３ 秒 の 車 間 距 離 ～
○ 自 転 車 の 安 全 利 用 の 推 進 
○ 全席シートベルト・チャイルドシート着用の徹底
■ 運 動 期 間 　�７ 月 10 日 （水） ～ ７ 月 19 日 （金）
■�日 出 町 交 通 安 全 推 進 協 議 会 に お け る 運 動 期 間 中

の 一 斉 行 動 日 （早 朝 街 頭 啓 発 活 動）
　 ７ 月 10 日 （水） お よ び ７ 月 19 日 （金）
■ 問 合 先 　 生 活 環 境 課 　 ☎ 73-3128

10 月 1 日から消費税の軽減税率
制度が実施されます

　 本 年 10 月 １ 日 か ら 消 費 税 お よ び 地 方 消 費 税 の

税 率 が ８ ％ か ら 10 ％ に 引 き 上 げ ら れ、 同 時 に 消

費 税 の 軽 減 税 率 制 度 が 実 施 さ れ ま す。

　 軽 減 税 率 の 対 象 品 目 は、 大 き く 分 け て ① 飲 食 料

品 ( 酒 類 · 外 食 等 を 除 い た も の )、 ② 週 2 回 以 上 発

行 さ れ る 新 聞 ( 定 期 購 読 契 約 に 基 づ く も の ) の 2

つ で す。

　 軽 減 税 率 制 度 の 実 施 に 伴 い、 事 業 者 の 方 は、 帳

簿 や 請 求 書 等 を 税 率 ご と に 区 分 し て 作 成 す る 必 要

が あ る ほ か、 レ ジ や シ ス テ ム の 導 入 · 改 修 · 入 替

え が 必 要 に な る 場 合 も あ り ま す の で、 早 め の ご 準

備 を お 願 い し ま す。

　 軽 減 税 率 制 度 に 関 す る 詳 し い 情 報 は、 国 税 庁

HP（www.nta. go. jp） 内 の 特 設 サ イ ト 『 消 費 税 の

軽 減 税 率 制 度』 を ご 覧 く だ さ い。

　 ま た、 ご 不 明 な 点 は、 軽 減 コ ー ル セ ン タ ー ( ☎ 

0120-205-553)、 も し く は 最 寄 り の 税 務 署 に お 尋 ね

く だ さ い。

■�問 合 先 　 別 府 税 務 署 　 ☎ 0977-23-2111（ 自 動 音

声 案 内 に 従 い 『2』 を 選 択）

　 県 で は、 土 砂 災 害 が 発 生 す る お そ れ の あ る 区 域
を 明 ら か に す る 基 礎 調 査 を 実 施 し、「土 砂 災 害 警
戒 区 域」 に 指 定 し て い ま す。 土 砂 災 害 警 戒 区 域 に
つ い て は、 県 ホ ー ム ペ ー ジ で も 公 表 し て い ま す。
　 ま た、 ご 自 宅 が 土 砂 災 害 警 戒 区 域 に 該 当 す る の
か と い っ た 質 問 に お 答 え す る た め、 県 で は 各 土 木
事 務 所 に 相 談 窓 口 を 設 け て い ま す。

大分県と連携して地方税の徴収
強化を行います

　 ７ 月 か ら 地 方 税 徴 収 強 化 対 策 事 業 と し て、 大 分

県 税 務 職 員 が 日 出 町 に 派 遣 さ れ、 県 税 職 員 と 町 職

員 が 連 携 し て 徴 収 率 向 上 に 努 め ま す。

　 日 出 町 で は、 督 促 を し て も 納 め て い た だ け な い

滞 納 者 に 対 し て は 法 に 基 づ き、 預 貯 金 ・ 給 与 ・ 不

動 産 な ど の 差 押 を は じ め と す る 滞 納 整 理 に 取 り 組

ん で い ま す。

　 納 期 限 ま で に 納 め る こ と が で き な い 理 由 が あ る

場 合 は、 早 め に 税 務 課 に ご 相 談 く だ さ い。

■ 国 税 徴 収 法 第 47 条 （抜 粋）

　�次 の 各 号 の １ に 該 当 す る と き は、 滞 納 者 の 国 税

に つ き そ の 財 産 を 差 し 押 え な け れ ば な ら な い。

１ 　 滞 納 者 が 督 促 を 受 け、 そ の 督 促 に 係 る 国 税 を

そ の 督 促 状 を 発 し た 日 か ら 起 算 し て 十 日 を 経 過 し

た 日 ま で に 完 納 し な い と き。

■ 問 合 先 　 税 務 課  収 納 係 　 ☎ 73-3123
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緑の募金事業について

令和元年度の緑の募金結果
　緑の募金は、町内公共施設の緑化や小学校での木工教室、ひじ産業まつりでの苗
木配布などに活用されています。
　また、募金の一部は『公益財団法人　森

も り

林ネットおおいた』で、県内の緑化推進
活動や森林の整備活動にも活用されています。
　ご協力いただきました緑の募金については、５月末日現在で

１，１７８，８００円
が集まりました。ご協力いただいた皆様には厚くお礼を申し上げます。
最終的な募金額については、別途お知らせいたします。

■問合先　農林水産課　☎ 73-3127

平成 30年度の緑の募金事業活動内容
　平成 30 年度の緑の募金事業については、つぎのような活動を実施しました。

町内小学校を対象とした木工教室

経塚山へのヤマザクラの植樹 ひじ産業文化祭りでの苗木の配布

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
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原木しいたけや竹の子生産について学びませんか？

あなたも原木しいたけ栽培の担い手になりませんか？しいたけ栽培研修生募集

　県では、原木しいたけ生産への就農を支援するため習熟度に応じた２つの研修を開催します。
　しいたけ栽培への就農を検討中の方、就農間もない方等、多数の参加をお待ちしています。
①栽培基礎研修
　�計４回開催する研修会（講義及び簡単な実技）を通してしいたけ栽培の基礎を学ぶ研修
■開講日　９月８日（日）（予定）
■�研修場所　農林水産研究指導センター林業研究部きのこグループ（豊後大野市三重町）
■募集人員　40 名
②生産現場通型研修
　�最大 12 日間、研修生在住地の近隣優良生産者の生産現場に通い、生産者から直接、技術指

導を受ける実践研修
■募集人員　５名
①②共通
■申込み　農林水産課または東部振興局林業・木材・椎茸班で受講申込書に記入し提出
■締切　７月 31 日（水）※希望者多数の場合は選考となります。
■問合先　東部振興局林業・木材・椎茸班　☎ 0978-72-0156

竹の活用や竹林の管理、たけのこ生産について学びませんか？
「たけのこ生産竹林楽校」「竹林楽校通型研修」受講生の募集

　地域の荒廃した竹林を再生し、たけのこの生産など有効に活用したいと考えている方を募集
します。
①たけのこ生産竹林楽校
■募集人員 　40 名（定員をオーバーした場合は、選考します）
■�研修内容　�たけのこ生産・竹林管理の知識、技術、先進地の視察、生産・流通および竹林

の持続管理
■研修場所 　大分県日出町、 福岡県八女市立花町など
■�研 修 日　10 月中旬、令和２年２月下旬、令和２年３月下旬（ 計３回）
※�内容・場所・研修日は、講師の都合や天候などにより変更することがあります。研修は現

地集合です。
②竹林楽校通型研修
■募集人員 　４名（伐竹作業をこれから開始、または既に実施している方）
■�研修内容　�生産現場で受入生産者から直接実技指導を受ける実践研修
■�研修場所　優良生産者の生産現場など
■研 修 日　  10 月～令和２年３月で数回
※�内容・場所・研修日は、受講生と受入生産者とで協議して決めます。
①②共通
■�募集期間　令和元年７月１日（月）から７月 31 日（水）まで
■費用　受講料は無料ですが、研修場所までの交通費は各自負担です。
　�材料費については、一部負担していただくこともあります。
■申込先・問合先　東部振興局林業・木材・椎茸班　☎ �0978-72-0156
※�県庁 HP にも、受講申込書を掲載しています。
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

水害・土砂災害の防災情報の伝え方が変わります
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期　
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談

●消費生活相談　（月～金曜日※祝休日を除く）
　場所	 商工観光課（役場旧館２階）
　時間	 ８時 30 分～ 17 時
　※�専門相談員の在席は、月・木曜日（休

庁日の場合は翌開庁日）の９時 30 分
～ 16 時 30 分

　問合先	 商工観光課　☎ 73-3158

●交通事故相談（電話・面接相談）
　場所	 県庁別館 5 階
　相談日	 平日（土・日・祝日を除く）
　　　　　�8 時 30 分～ 12 時、13 時～ 17 時 15 分
　　　　　※面接時間は 9 時～ 16 時
　相談先	 県生活環境企画課　☎ 097-506-2166

●行政相談・人権相談　合同相談（第１火曜日）
　場所	 役場新館１階 相談室（会計課横）
　日時	 ７月２日（火）・８月６日（火）
　　　　　時間はいずれも 10 時～ 15 時
　問合先	 総務課　☎ 73-3150

●法律相談（第 2・4 火曜日・要予約）
　日時	 7 月９日（火）保健福祉センター
	 7 月 23 日（火）役場 333 会議室
	 13 時 30 分～ 16 時 30 分
　費用	 30 分につき 5,400 円
	 ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
		  　☎ 097-536-1458

●行政書士無料相談会　（第 2 金曜日）
　場所	 333 会議室（役場新館 3 階）
　日時	 ７月 12 日（金）13 時～ 15 時
　問合先	 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-3001（末房）

●司法書士青年の会無料法律相談会
　場所	 333 会議室（役場新館 3 階）
　日時	 ７月８日（月）
　　　　　13 時 30 分～ 16 時（要予約）
　問合先	 大分県司法書士青年の会
　　　　　☎ 0977-23-2029

●公証人による無料相談会（第 1 水曜日・要申込）
　場所	 333 会議室（役場新館 3 階）
　日時	 7 月 3 日（水）、8 月 7 日（水）
　　　　　15 時 30 分～ 17 時
　問合先	 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888

●無料人権相談・電話相談
　相談先	 大分地方法務局杵築支局
　日時	 毎週木曜日　９時～ 16 時
　問合先	 ☎ 0978-62-2271

●無料人権電話相談
　相談先	 大分地方法務局杵築支局
　問合先	 ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先	 子育て支援課　☎ 73-3177

●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
	 　　　　（24 時間 365 日受付）

●高齢者総合相談
　相談先	 地域包括支援センター
	 （健康増進課内）☎ 73-3115

●こころの相談会（第１水曜日・要予約）
　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）
　場所　　保健福祉センター
　相談日　７月３日（水）、８月７日（水）
　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります
　※相談時間は１時間程度
　※申込多数のため、早めにご連絡ください

●心の健康・認知症相談（第２火曜日・要予約）
　場所　　県東部保健所（別府市）
　相談日	 ７月９日（火）、８月 13 日（火）
　　　　　15 時 30 分～
　※�前週までに電話予約が必要です
　問合先　県東部保健所　☎ 67-2511

法律・行政手続き相談

生活相談

家族・子育ての相談

こころの相談

人権相談

障がいについての相談

●障がい児・者等支援相談
　相談先	� 社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　
	 ☎ 75-7020
　相談先	 児童発達支援センター『プリンちゃん』
	 ☎ 28-0250

●障がい児・障がい者生活支援相談
　相談先	 太陽の家障害者生活支援センター
	 ☎ 72-1682（８時～ 17 時）

●障がいのある方の『親なきあと相談室』
　日時　　平日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　９時～ 17 時
　場所　　渓泉寮けいせんプラザ
　問合先　大分県渓泉寮　☎ 72-1721
　※相談無料、事前の申込が必要です
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６
月
14
日
、
１
６
８
回
忌
帆
足

萬
里
忌
辰
祭
が
、
日
出
町
佐
尾
に

あ
る
萬
里
の
墓
前
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
工
藤
智
弘
委
員

長
を
は
じ
め
と
す
る
忌
辰
祭
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ん
、
郷
土
史
愛
好

会
、
萬
里
を
読
む
会
、
ま
ち
歩
き

ガ
イ
ド
の
会
の
皆
さ
ん
な
ど
多
く

の
関
係
者
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
前
に
、
日
出
小
学
校
の
生

徒
を
中
心
に
参
加
者
全
員
で
『
萬

里
先
生
賛
歌
』
を
歌
い
、
そ
の
後
、

龍
泉
寺
の
山
崎
祐
介
住
職
に
よ
る

読
経
、
参
列
者
の
焼
香
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

萬
里
は
、
安
永
７
年
、
当
時
の

日
出
藩
士
・
帆
足
通
文
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
、
豊
岡
小
浦
の
脇
蘭

室
を
は
じ
め
、
大
坂
や
京
都
の
学

者
に
学
び
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど

独
学
で
研
鑽
に
努
め
、
経
済
、
物

理
、
医
学
、
天
文
な
ど
の
各
分
野

に
通
じ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
13
代
藩
主
・
木

下
俊
敦
に
請
わ
れ
て
家
老
職
に
つ

き
、
藩
財
政
の
再
建
に
お
い
て
も

功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

嘉
永
５
年
に
75
歳
で
亡
く
な
る

ま
で
、
教
育
者
と
し
て
多
く
の
子

弟
を
育
て
、
ま
た
政
治
家
と
し
て

も
大
い
に
手
腕
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
三
浦
梅
園
、

廣
瀬
淡
窓
と
と
も
に
『
豊
後
の
三

賢
』
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

帆
足
萬
里
の
史
料
に
つ
い
て

 

こ
う
し
た
萬
里
の
偉
大
な
功
績

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
平
成
28

年
１
月
に
帆
足
萬
里
記
念
館
を
開

設
し
ま
し
た
。
今
年
１
月
に
は
、

こ
の
記
念
館
の
展
示
物
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
４
種
類
の
書
を
取
得

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
萬
里
が
賀
来
佐す

け
ゆ
き之

に
宛
て
た
七
言
絶
句
の
漢
詩
を
書

い
た
掛
け
軸
で
す
。
箱
に
は
、『
帆

足
萬
里
先
生
経
石
詩
』
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
佐
之
は
、
萬
里
が
医

学
を
教
え
た
初
め
て
の
門
人
で

す
。
彼
が
萬
里
の
下
で
医
学
を
学

び
た
い
と
希
望
し
た
た
め
、
そ
れ

ま
で
医
学
を
学
ん
で
い
な
か
っ
た

萬
里
が
自
ら
医
学
を
学
び
な
が
ら

佐
之
を
指
導
す
る
と
い
う
離
れ
業

を
や
っ
て
の
け
ま
し
た
。
佐
之
は
、

後
に
島
原
藩
医
と
な
り
、
シ
ー
ボ

ル
ト
に
学
び
、
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら

俊
才
と
称
え
ら
れ
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
史
料
か
ら
は
、
幼

く
し
て
父
親
を
亡
く
し
た
佐
之
に

対
し
て
、
親
代
わ
り
と
し
て
交
流

し
た
萬
里
の
師
と
し
て
の
姿
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
萬
里
の
書
い
た
習

字
の
手
本
で
す
。
若
干
の
虫
食
い

は
あ
り
ま
す
が
、
丁
寧
に
書
か
れ

て
い
て
、
萬
里
の
書
の
特
徴
が
良

く
出
て
い
ま
す
。
萬
里
が
門
人
の

教
育
の
た
め
に
、
習
字
の
手
習
い

本
と
し
て
作
成
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
萬
里
の
教
育
が
、

あ
ら
ゆ
る
年
齢
の
門
人
た
ち
に
行

き
届
い
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
萬
里
が
中
国
の
唐

代
の
著
名
な
詩
文
を
写
し
た
書
で

す
。
書
の
奥
（
最
後
の
部
分
）
に

日
出
藩
の
家
老
を
務
め
た
萬
里
の

門
人
・
米
良
東と

う
き
ょ
う嶠
の
賞
賛
の
言
葉

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
嶠
は
、

師
た
る
萬
里
の
こ
の
書
に
格
別
の

感
慨
を
受
け
、
家
宝
と
し
て
大
切

に
す
べ
き
と
記
し
て
い
ま
す
。
趣

の
あ
る
萬
里
の
筆
の
特
徴
も
大
変

よ
く
出
て
い
て
、
門
人
の
教
育
に

お
い
て
読
み
書
き
を
重
視
し
た
教

育
者
萬
里
の
横
顔
が
垣
間
見
え
る

史
料
で
す
。

　

四
つ
目
は
、
12
幅
の
掛
け
軸
で

す
。
嘉
永
元
年
春
に
、
京
都
の
東

福
寺
採さ

い
し
ん
て
い

薪
亭
と
い
う
茶
亭
で
書
い

た
も
の
で
す
。
こ
こ
は
、
そ
の
前

年
に
萬
里
が
脱
藩
し
、
京
都
に
移

り
住
ん
だ
と
き
に
住
処
と
し
た
庵

で
す
。
京
都
で
の
生
活
を
終
え
て
、

い
よ
い
よ
日
出
に
帰
藩
す
る
と
い

う
時
に
、
そ
の
心
情
を
書
き
上
げ

た
、
萬
里
に
と
っ
て
も
日
出
藩
の

歴
史
に
と
っ
て
も
重
要
な
出
来
事

を
示
す
極
め
て
貴
重
な
史
料
で

す
。
そ
れ
を
入
れ
る
箱
に
は
、
当

時
の
『
西せ

い
え
ん
せ
い
し
ゃ

崦
精
舎
※

』
の
様
子
が
、

門
人
の
賀
来
飛ひ

か霞
の
手
に
よ
っ
て

描
か
れ
て
い
ま
す
。
萬
里
ゆ
か
り

の
遺
跡
は
非
常
に
少
な
い
な
か
で
、

往
時
の
西
崦
精
舎
の
様
子
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
極
め
て

貴
重
な
絵
画
史
料
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
皆
さ
ん
に

ご
覧
頂
く
た
め
に
只
今
展
示
の
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
展
示
開

始
時
に
は
広
報
な
ど
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

帆
足
萬
里
記
念
館
に
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

※
西
崦
精
舎

　

萬
里
が
天
保
13
年
に
開
い
た
私

塾
で
、
現
在
の
南
畑
目
刈
に
あ
り

ま
し
た
。
多
い
時
は
１
３
０
人
余

り
の
塾
生
が
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

塾
が
あ
っ
た
場
所
に
は
現
在
は

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
明
治
時
代
に
地
元
の

人
々
が
萬
里
を
讃
え
て
建
立
し
た

も
の
で
す
。
記
念
碑
に
は
『
帆
足

萬
里
先
生
西
崦
遺
蹟
』
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

注
）�

文
中
の
呼
称
は
、
帆
足
萬
里

が
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
こ
と

か
ら
、『
萬
里
』と
表
現
し
ま
し
た
。

町長室から
日出町長　本田 博文

第 26回
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こころのまど
　違いを認め合い
　心豊かに生きる社会を築きましょう

人権コラム

住民課／社会教育課

アイヌの文化　　
　アイヌの人々は、もともと昔から北海道や樺太
地方に住んでいました。海や川で漁をしたり、山
でシカやクマを獲ったりして暮らしていました。

『アイヌ』ということばは『人間』という意味です。
人間に対して、神さまのことを『カムイ』と呼ん
でいました。アイヌの人々は、自然界のものはす
べて、神さまがやどっていると考えました。そし
て、自然と深いかかわりをもって生活をしていま
した。
　中でも、クマはアイヌの人にとって、とてもだ
いじな神さまでした。アイヌの人々は、クマは、
神さまが肉と毛皮をまとって、人間の世界にやっ
てきた姿だと考えていました。その肉と毛皮は神
さまから人間へのプレゼントだと考えたのです。
ですから、肉と毛皮をもらったあと、魂を神さま
の世界に送り返す『くま送り』という儀式をして
いました。これを『イオマンテ』といいます。ア
イヌの人々は長いこと文字を持たなかったので、
確かな記録は残されていませんが、かわりに、ユー
カラと呼ばれる口伝えの物語が残されています。
　北海道の地名の多くは、アイヌ語に由来してい
ます。サッポロは『乾燥した広大な大地』という
意味です。オタルは『砂だらけの川』、クシロは『通
り道』、シレトコは『大地の突端』、ノボリベツは

『にごった川』という意味です。こうしてみると、
北海道はもともと、古くからアイヌの人々の土地
だったということがわかります。

アイヌ文化の歴史
　北海道の地名にはアイヌのことばがしっかり
残っていますが、その他にはなかなかアイヌ文化
を知ることがありません。それは、江戸時代以降、
北海道が中央の政治に組み込まれ、支配されるよ
うになって、アイヌ文化が禁止されたり、差別を
受けたりしたからです。
　明治時代になると、特に、アイヌ民族独自の言
語や風習が禁止され、日本語の使用の強制など、
民族の尊厳が認められない生活を強いられまし
た。このようにして、次第にアイヌ文化は衰退し
ていったのです。

　毎日の生活の中で、人権問題でお困りのことはあ
りませんか。
　そのようなときは、町の相談窓口にお気軽にご相
談ください。相談は無料で、秘密は守られます。

＝＝＝＝　人権相談窓口のご案内　＝＝＝＝
■「人権なんでも相談所」（人権擁護委員による相談）
　毎月第１火曜日（祝日等を除く）　10 時～ 15 時　
　日出町役場　新館１階相談室

■人権相談（さまざまな人権問題について、相談に
応じます）
　月曜～金曜（祝日等を除く）９時～ 17 時　　
　住民課  人権推進室（☎ 73-3122）

アイヌの人々の歴史と文化について考えてみましよう

文化の再生に向けて
　一方で、アイヌ文化を守ろうとする人々の熱心
な働きもあり、1997 年に、『アイヌ文化振興法』
が成立。2007 年には国連で『先住民族の権利に
関する国連宣言』が採択され、2008 年に『アイ
ヌ民族を先住民族とすることを求める決議』が国
会で決定されました。公的にアイヌの人々が先住
民であることが認められた法律です。
　アイヌの人々は、独自の言語だけでなく、独特
な音楽や美術を持っていました。それは、貴重な
文化遺産です。現在、アイヌ語の伝承のためのア
イヌ語教室が開設されたり、伝統文化や行事を各
地で復活させる活動が起こっていますが、失われ
た文化を取り戻すには、多くの時間と労力が必要
です。
　自然と共生していたアイヌの人たちが、その文
化の保存、継承、発展を図るためには、アイヌ文
化を育んできた自然を再生し、良好な状態で維持
していくことが不可欠です。北海道では国や関係
機関と連携しながら、アイヌの伝統的生活空間（イ
オル）の再生に向けた取組を進めています。

互いを認めあって
　地球上には７０億人を超える人々が暮らしてい
ます。
　それぞれが自分の民族に誇りを持ち、独自の風
習や文化を大切にして生きています。その土地の
文化は、壮大な歴史を背景に生まれたものです。
　私たち一人ひとりが、その歴史や文化や伝統を
重んじ、正しく理解し、お互いに認め合い尊重す
ることが何よりも大切です。

参考文献『教科書にでてくるお話し３６６』
　　　　　　　　　（WAVE 出版）

　世界には、異なる言語、文化、生活習慣を有
する様々な民族が存在します。 
　日本でも、北海道に住むアイヌの人々が、自
分たちの言語や伝統に誇りをもって、大切に
守ってきました。しかし、アイヌの人々に対す
る理解が十分でないため、学校や就職・結婚な
どで、偏見や差別などが起こっています。
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①　歯科衛生士相談日
　　　７月 3 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：山田　良子（歯科衛生士）
②　�栄養士相談日
　　　７月 11 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：渡邊　千恵子（森永乳業栄養士）
③　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖

だん だ ん

暖』
　　　要申込
　　　７月 18 日（木）10 時～ 12 時
　　　相談員：�田中　秀征
　　　　　　　�（大分県発達障がい者支援センター

ECOAL 副センター長）
④　助産師相談日
　　　７月 30 日（火）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：深見　育子（助産師）

健　康
子育て

　これから赤ちゃんを迎える妊婦さんとその家
族の方を対象に、妊娠・出産・育児についての
知識や関心を深めるための教室を開催します。
ぜひ、この機会にご家族の方とご一緒に参加し
てみませんか。
　参加ご希望の方は、下記期限までにお申し込
みください。
■日時　８月 17 日（土）　10 時～ 12 時 15 分
　　　　※９時 50 分までにお越しください。
■場所　保健福祉センター　母子保健室
■持ってくるもの
　母子健康手帳、筆記用具、ハンドタオル
※動きやすい服装でお越しください。
■申込期限　８月７日（水）�
■�テーマ　赤ちゃんを迎えるための心の準備の

お話、赤ちゃんのお風呂の入れ方、妊婦体験、
赤ちゃんのためのわらべ唄と読み聞かせ など

■申込・問合先
　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177
※�当日連絡される場合
　保健福祉センター　☎ 73-1337

両親学級

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、
情報交換を気軽にできる
場です。物忘れが気にな
っている方、家に閉じこ
もりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、
いろいろな方が集まっています。お茶やお菓子
を準備しております。費用は無料です。
　毎回、楽しいレクレーションや笑いヨガなど
を企画しています。
　お気軽にお越しください。
　毎月第１水曜日、第３木曜日に開催しています。
○７月３日（水）　10 時～ 12 時
　場所：深見記念館
○７月 18 日（木）　10 時～ 12 時
　場所：交流ひろば HiCaLi 多目的室
○８月７日（水）　10 時～ 12 時
　場所：深見記念館
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

地域子育て支援センターH
は ぐ

UGくみ
７月の相談日

■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センター H

は ぐ

UG くみ　
　☎ 85-8820

※敬称略

　
 　�自分の育児の喜びや困り事、これからの子育

てなどについて話しませんか？

『小児科医とH
は ぐ

UG 育トーク
　こころの子育て はじめの一歩！』
～子どもとの暮らし、少しだけ変えてみませんか～

○�講師　矢野英二氏（矢野小児科医院）
　　　　H

は ぐ

UG くみスタッフ 
○�日時　７月 18 日（木）13 時 30 分～ 15 時 30 分
○定員　10 名（要予約）
○対象　乳幼児を子育て中のママ（託児あり）
■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センター H

は ぐ

UG くみ　
　☎ 85-8820

日出町児童館７月の行事予定
①　一弦ギター（民族楽器）を作ろう！
　　　７月 23 日（火）13 時 30 分～ 15 時 30 分
　　　対象：小学１年生～３年生
　　　募集人数：20 人（要申込・100 円）
　　　持ち物：カップめんの空容器１つ
②　�そうめん流しをしよう！
　　　７月 27 日（土）13 時 30 分～ 15 時
　　　対象：小学生
　　　募集人数：30 人（先着順・無料）
　　　持ち物：タオル、ビニール袋、水筒、軍手
③　わくわくデイキャンプ
　　　７月 29 日（月）８時 30 分～ 17 時
　　　対象：小学１年生～４年生
　　　募集人数：24 人（要予約・1,500 円）
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日 月 火 水 木 金 土

子連れdeヨガ マタニティ・ヨガ 親子グループ活動
（０～１歳児）

ベビマ・レッスン
ＨＵＧくみ

さざんか児童館
七夕まつり

（休）日出児玉
病院  72-2724

産後deヨガ 親子リトミック教室 

親子グループ活動
（３～５歳児）

えいごであそぼ！
Peek-a-boo

親子グループ活動
（０～１歳児）

赤ちゃんのお部屋 ひじハピ「わくわ
く交換会」

親子グループ活動
（２歳児）

マタニティ・
ハンドメイド

（休）金田耳鼻
咽喉科医院

　28-0810

（休）
　さくら医院

28-0777

マタニティ・ヨガ
子育て講習会
親子グループ活動
（３～５歳児）

一緒に遊ぼう

HUG育トーク

たのしい絵本の
読み聞かせ 

親子グループ活動
（２歳児）

（休）吉岡内科
医院	  73-2787

産後deヨガ 親子グループ活動
（３～５歳児）

WAKUWAKU
つみきくらぶ

親子グループ活動
（０～１歳児）

すくすく☆げんき
広場 親子グループ活動

（２歳児）

（休）鈴木病院
73-2131

子連れdeヨガ

交流ひろばHiCaLi  一時託児室 　☎  72 - 6611
【運営】NPO法人パワーウェーブ日出　

●季節の折り紙教室【なつ】（10時～12時）
　７月12日（金）参加費100円（託児利用の方は無料）
●あみもの教室【エコたわし他】（13時～15時）
　７月19日（金）参加費500円（託児利用の方は300円）

日出町地域子育て支援センターＨ
は ぐ

ＵＧくみ　☎ 85 - 8820
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３
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４
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27

７

14

21
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●�WAKUWAKUつみきくらぶ（10時30分～12時） 
●�えいごであそぼ！Peek-a-boo（11時～11時30分）
●�子連れdeヨガ（11時～12時）
　 子育て中ママ･要申込･100円
●�マタニティ・ヨガ （11時～12時）
　妊娠５カ月以上安定期の方･要申込･300円
●�産後deヨガ （11時～12時）
　産後1年以内ママと赤ちゃん･要申込･200円
　バスタオル持参
　�ベビーヨガ、ベビーマッサージも行っています。
●�子育て講習会（10時～12時）
「簡単☆おいしい☆味噌メニュー」 
　乳幼児親子・要申込・エプロン、三角巾持参
●�ベビマ・レッスンＨＵＧくみ（11時～12時） 
　乳児親子･要申込･100円
●�マタニティ・ハンドメイド（13時30分～15時30分）
 　妊娠中の方･裁縫道具持参・要申込･300円
●�たのしい絵本の読み聞かせ（11時15分～ 11時45分）
　乳幼児
●�親子リトミック教室 （11時～12時）
　乳幼児･要申込･ボール持参
●�ひじハピ「わくわく交換会」（10時30分～12時）
　 子育て中ママ･要申込･10品以上の交換品用意

さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

●赤ちゃんのお部屋（10時30分～）
　絵本の読み聞かせや簡単な製作をします。
　要申込･200円　※８月は８日（木）開催
●すくすく☆げんき広場（10時～12時）
　�身体測定をすることができます。また、コーナー遊び、
　外遊びをします。靴を履いて帽子を持って来てね。
●一緒に遊ぼう（10時30分～12時）
　�リズム遊びや製作などをします
●��親子グループ活動（10時30分～）
※�初めての方も大歓迎です。
●友達をつくろう！（10時 15 分～）
　�併設しているこども園に体験入園ができます。
　�要申込・400 円
　対象　１歳児（平成 29 年４月２日～平成 30 年４月１日生）

７月の健康・子育てカレンダー

～８月の休日当番医～
	 4日	サンライズ酒井病院	 72-2266
	11日	てしまこどもの杜クリニック	28-0870
	12日	矢野小児科医院	 72-1011
	18日	日出児玉病院	 72-2724
 25日 鈴木病院	 73-2131
～８月の休日当番医（歯科）～
	12日	大原歯科医院	 72-1616
 25日 フォレスト歯科口腔外科クリニック	51-5651

＊�別府口腔保健センター（21-5657）でも
休日歯科診療を実施しています

　土曜13時～17時、日曜・祝日9時～17時

（休）は休日当番医
　○	7月の休日当番医（歯科）はありません。
　＊�診療時間9時～17時（歯科は9時～12時）
　＊�町報発行後に休日当番医が変更になる場合があります。

各医療機関や健康増進課にご確認ください。　
　　問合先　健康増進課　☎ 73-3130

※時間や活動内容は
下段をご確認ください
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後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ

■令和年度　保険料額決定通知書等の送付について　

　令和元年度の保険料が決定しましたので、７月中旬に決定通知書等をお送りします。

　保険料の納め方については、通知書の『期別保険料額』をご覧ください。

○特別徴収額の欄に保険料額が記入されている場合は、その月の年金から差し引かれます。

○�普通徴収額の欄に保険料額が記入されている場合は、その月の納期限までに納付書等で保険料を納めてい

ただくようになります。ただし、口座振替申請をされている方は、納期限の日に通知書に記載している金

融機関から振り替えさせていただきますので、手続きは必要ありません。

■令和元年度　限度額適用・標準負担額減額認定証の申請受付　

　外来や入院時に自己負担限度額を超えるような場合、以下の証を医療機関に提示することで、医療費が限

度額までの負担となります。申請先は、お住まいの市町村後期高齢者医療の担当窓口です。手続き方法など

詳細は、お住まいの市町村の担当窓口にお問い合わせください。

※『限度額適用・標準負担額減額認定証』については、入院時の食事代も減額されます。

■『限度額適用・標準負担額減額認定証』

◇対象者　令和元年度住民税非課税世帯に属する方

※�現在お持ちの方で、令和元年度も該当となる方には、７月中旬に新しい証を送付しますので、手続きの必

要はありません。

■『限度額適用認定証』

◇対象者　住民税課税所得 145 ～ 690 万円未満の現役並み所得区分の世帯に属する方

【非自発的失業者の保険料の減免について】

　�非自発的に失業した方は、申請により保険料が減免される場合がありますので、広域連合または市町村の

担当課にお問い合わせください。

■問合先	 大分県後期高齢者医療広域連合　☎ 097-534-1771（代表）
■申請窓口	 健康増進課  国保医療係　☎ 73-3133

■新しい被保険者証の送付について　

　現在お持ちの黄色の被保険者証は、７月末で有効期限が切れます。８月以降ご使用いただく被保険者証を、

お住まいの市町村より７月中旬にお送りします。

○ �新しい被保険者証は、書留郵便にてお送りします。８月以降は、新しい被保険者証

をご使用ください。

○ 新しい被保険者証は桃色で、有効期限は、令和２年 7 月 31 日です。

○『一部負担金の割合』は、平成 30 年中の所得に基づいて判定しています。

○被保険者証は折りたたみタイプです。半分に折って使ってください。

○裏面に臓器提供の意思表示ができます。

○被保険者証は上記の保険料額決定通知書とは別に送付します。

健康・子育てに関するお知らせ
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

　人は日本脳炎ウイルスを保有する蚊（コガタアカイエカ）にさされることで、日本脳炎ウイルスに感染します。
　感染した 100 人～ 1,000 人に１人が脳炎等を発症すると報告されています。命を落としたり後遺症を残す例
も見られます。意識して予防しましょう。
■予防方法
　○蚊に刺されない
　　日没以降、野外の外出時は虫除けスプレーの使用や長袖、長ズボンを着用するなどの工夫をしましょう。
　　コガタアカイエカは日没以降から活動が活発になる特徴があります
　○予防接種を受ける
　　定期接種の対象年齢　１期：生後６カ月以上 90 カ月未満（標準：３歳から）
　　　　　　　　　　　　２期：９歳以上～ 13 歳未満（標準：９歳）
※�２期に行う追加接種はワクチンの抗体価を持続するためには大事な接種です。忘れずに接種に行きましょう。
※�平成 17 年の積極的な勧奨の差し控えにより、平成７年４月２日から平成 19 年４月１日に生まれた 20 歳未

満で、１期、２期の接種を受けられなかった方は、公費で接種することができます。４回の接種が完了して
いるかどうか母子健康手帳で確認をしましょう。

■実施医療機関　酒井医院、てしまこどもの杜クリニック、矢野小児科医院、吉岡内科医院（※小学生以上）
■問合先　子育て支援課  母子保健係　☎ 73-3177

蚊の時期です！日本脳炎を予防しましょう

【簡単、ちゃんと美味しい豆腐サラダ】
（材料：２人分）
・ミニトマト 12 個（160 ｇ）
・枝豆 60 ｇ（茹でたもの）
・�豆腐ソース
　�木綿豆腐 150 ｇ、白みそ小さじ１（６

ｇ）、和風だし小さじ１/ ２、砂糖小
さじ２、しょうゆ小さじ１/ ２、サ
ラダ油小さじ１

ひかえめ食塩 多め野菜じっこうのコーナー
ひかえめ食塩を実行したら、多め野菜の実行にも取り組んでみましょう。
今回は、『もっと野菜シルブプレ　レシピブック』より、日出町で採れる
野菜を使って多め野菜をじっこうします。

もっと野菜シルブプレ『2019 レシピブック　SPRING』より抜粋。
大分県の HP には、他のレシピも掲載しているので、検索してみてください。

　（作り方）
　　①ミニトマトは半分に切り、枝豆はさやから取り出しておく。
　　②�豆腐はキッチンペーパーに包んで 600 Ｗで１分加熱し、冷

めるまで放置する。
　　③�ボウルにサラダ油以外の豆腐ソースの調味料を入れよく混

ぜ合わせ、滑らかにする。
　　④サラダ油を加えて滑らかになるまでよく混ぜる。
　　⑤ミニトマト・枝豆を入れてざっくり和える。

白和えとトマトが意外に合う。
枝豆は、日出町特産のきゅうりにアレンジしてもおいしいよ！！
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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新刊案内

『 ’７０ｓ＆’８０ｓサンリオのデザイン』
グラフィック社／刊

■７月の休館日
１日（月）・８日（月）・16 日（火）

22 日（月）・29 日（月）

『あれあれあれれ』
つちだ　のぶこ　／作　ポプラ社／刊

『薬を使わずにぐっすり眠る方法』
大谷　憲／著　日東書院本社／刊

■読み聞かせ
　○時間　11 時～ 11 時 30 分
○会場　図書館内『おはなしのへや』
　７月 13 日（土）

『ブーフーウー』による読み聞かせ
○対象　乳幼児～小学生

７月 27 日（土）
�『FUMFUM（ふむふむ）』による
読み聞かせ
○対象　乳幼児

■図書館ミニコンサート
○日時　７月 15 日 ( 月・祝 )　14 時～
○会場　日出町立図書館中央閲覧スペース
○�演奏　リコレっと（鍵盤ハーモニカとリ

コーダーのアンサンブル）
※�演奏時には館内に音楽が流れますが、ご

理解とご協力をよろしくお願いします。

■古くなった雑誌を差しあげます！
　一定期間経過し、廃棄の対象となった雑
誌を無償で差しあげます。
○期間　７月 23 日 ( 火 ) ～８月４日 ( 日 )
　　　　※なくなり次第、終了します。
○冊数　１人３冊まで
○対象者　日出町在住の利用者に限ります
※�図書館カウンターで、利用者カードを提

示してください。

　きちんと睡眠が取れていないと
大変なことに！わかっているけれ
ど、でも眠れない。とお悩みの方、
こちらの本がおすすめです！
　睡眠の気になる点について Q ＆
A 方式でわかりやすく説明。また、
睡眠障害を解消する簡単な 6 つの
要素をルール化。薬に頼らずに誰
でも簡単にできる快眠方法を伝授
します。

　見て楽しい、読んで懐かしい、
サ ン リ オ の デ ザ イ ン の 本 で す。
1970 年～ 80 年代にサンリオが
生み出したキャラクター、本、映
画、ショップ、新聞を収録。
　昔懐かしいアイテムが勢ぞろい
で、「あ！持ってた！」と思わず
声が上がってしまうのでは。子ど
もはもちろん、大人の方も楽しめ
る一冊です。

　「あれ、どこいったかな」「あれ、
あそこにあるでしょ」「あれあれ、
あれよ」
　普段何気なく使っている『あれ』
という言葉。みんなが言っている

『あれ』って何のこと？どうして
大人は『あれ』で通じるの？『あれ』
という言葉でコミュニケーション
の面白さを描いたユニークな作品
です。

『広報ひじ』に
広告を掲載しませんか？

（※有料広告です）
広告掲載をご希望の場合は、

以下までお問い合わせください。

政策推進課　広報広聴係　☎ 73-3116

ふじわら児童クラブ

■時給　　８５０円～
■時間　　月～金　14:00～18:00
　　　　　　　土　 8:00～18:00
　　　　長期休業　 8:00～18:00
■その他　土曜日は月１～２回休み有
　　　　　お盆休み・年末年始休み有
　　　　　マイカー通勤可、雇用・労災保険有
■お問い合わせ
　ふじわら児童クラブ　☎７２-３５５７（上記時間内）
　　日出町藤原５２６６-１

放課後児童支援員　募集！！
子どもたちと楽しく過ごしませんか？

シフトによる
　　ローテーション
※就業時間や休日は
　相談に応じます

延長により、
19時までの勤務に
なる場合があります

気軽にお問い合わせください！
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

『大分県先哲叢書　帆足万里資料集第一巻』が
刊行されました

　大分県先哲資料館は、『大分県先哲叢書　帆足万
里資料集第一巻』を刊行いたしました。
　本巻は、帆足万里が蘭書をもとに自然科学を論じ
た著書『窮理通』の第一から三までの内容（天文・
世界地理・地学など）に、詳細な注解を付けたもの
です。
　日出町が誇る先哲・帆足万里が遺した西洋科学理
解の足跡をぜひご覧ください。

■販売価格　8,100 円（送料別）　
■問合先　大分県立先哲資料館
　　　　　☎ 097-546-9380　fax 097-546-9389
　　　　　mail   a31710@pref.oita.lg.jp
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セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

▼�

対
象　

患
者
さ
ん
、
ご
家
族 

お
よ
び
一
般
の
方

�

▼��

問
合
先　

が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
別
府
医
療
セ
ン

タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

自
死
遺
児
救
済
援
護
事
業
の

お
知
ら
せ

　　

大
分
県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
で
は
、
大
分
県
の
補
助
を
受

け
、
自
死
遺
児
（
自
殺
に
よ
り

親
権
者
を
失
っ
た
児
童
生
徒
）

を
対
象
に
入
学
・
卒
業
祝
、
修

学
旅
行
費
補
助
の
援
護
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼�

対
象　

県
内
に
住
居
し
、
県

内
の
小
・
中
学
校
に
通
学
す

る
自
死
遺
児

※�

小
・
中
学
校
に
は
、
支
援
学

校
の
小
・
中
学
部
を
含
み
ま

す
。
大
分
県
内
に
居
住
し
て

い
て
も
、
県
外
の
学
校
に
通

学
し
て
い
る
人
は
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

○�

亡
く
な
っ
た
親
権
者
の
性
別

な
ど
に
関
係
な
く
、
援
護
金

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

亡
く
な
っ
た
親
権
者
が
、
生

計
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
親
権
者
の
再
婚
や

養
子
縁
組
等
に
よ
り
新
た
に

両
親
を
得
た
も
の
は
除
き
ま

す
。

▼�

申
請　

遺
児
の
保
護
者
の
方

が
、
直
接
大
分
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

�

申
請
方
法
や
提
出
書
類
な
ど

は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
合
先　

　

大
分
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

　

大
分
市
大
手
町
３
‐
１
‐
１

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０
８
０
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
締
切　

７
月
25
日
（
木
）

【�

基
礎
か
ら
学
ぼ
う
Ｗ
＆
Ｅ
講

座
⑤
ワ
ー
ド･

エ
ク
セ
ル
を

使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
】

▼�

日
時

　

�

８
月
２
・
９
・
16
・
23
（
金
）

10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　

３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼�

日
時　

８
月
１
日
（
木
）　

13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

　　

大
分
県
立
盲
学
校
で
は
、
視

覚
に
関
わ
る
巡
回
教
育
相
談
を

つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

 
８
月
９
日
（
金
）

　

10
時
～
15
時

▼�

場
所　

 

別
府
教
育
事
務
所

三
階
大
会
議
室

▼�

対
象　

 

視
覚
障
が
い
の
あ

る
幼
児
児
童
生
徒
成
人
、
及

び
そ
の
保
護
者
・
関
係
者
（
保

育
士
・
教
員
等
）

▼�

相
談
内
容　

家
庭
で
の
接
し

方
や
、
保
育
・
教
育
・
医
療

に
関
す
る
こ
と
。

▼�

申
込
方
法　

希
望
者
は
日
出

町
教
育
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
の
上
、『
相
談
票
』
を
、

教
育
委
員
会
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

�

高
校
生
以
上
の
方
は
、
盲
学

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切　

８
月
２
日
（
金
）

※�

不
明
な
点
は
、
直
接
盲
学
校

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

大
分
県
立
盲
学
校

　

大
分
市
金
池
町
３
‐
１
‐
75

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

シルバー人材センターの
会員になりませんか？

入会希望者説明会を開催します。

　日出町在住の 60 歳以上の方を対象にした入会説明
会を開催します。毎月第２・第４火曜日（祝日の場合
はその翌日）に開催。事前の申込は不要です。

■日時　７月９日（火）・23 日（火）10 時～
■�場所　日出町シルバー人材センター
　　　　（日出郵便局の隣）
■対象	 ○町内在住 60 歳以上の方
	 ○�センターの趣旨に賛同される方
■問合先　日出町シルバー人材センター
　　　　　☎ 75-9620

▼
日
時　

７
月
12
日
（
金
）

　

14
時
～
16
時

▼�

場
所　

　

交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象　

　

�

が
ん
患
者
さ
ん
、ご
家
族（
ご

家
族
だ
け
の
参
加
も
可
）

▼�

内
容　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ

▼�
問
合
先　

が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

２
０
１
９
年
夏　

福
祉
の
仕
事
就
職
フ
ェ
ア

　　

福
祉
の
仕
事
を
目
指
す
方
の

就
職
活
動
を
応
援
し
ま
す
。
福

祉
事
業
所
の
採
用
担
当
者
か
ら

直
接
話
を
聞
け
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

▼�

日
時　

８
月
11
日
（
日
）
13

時
～
16
時

▼�

場
所　

大
分
県
福
祉
介
護
研

修
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
明
野

３
‐
４
‐
１
）

▼�

内
容　

就
職
面
談
、
各
種

相
談
ほ
か
（
無
料
託
児
コ
ー

ナ
ー
あ
り
）

▼
申
請
・
問
合
先

　

大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０
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町
民
文
芸

（俳
句
）　　
　

	

　
　
　

真
那
井　

渡
辺　

薫

手
を
つ
な
ぐ
園
児
の
列
の
夏
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

寄
り
道
を
し
て
買
う
新
茶
道
の
駅

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永　

晏
司

夕
暮
れ
や
初
夏
の
薄
雲
流
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永
三
千
代

真
夜
中
の
雷
鳴
遠
く
去
る
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

坪
田　

京
子

群
れ
て
咲
く
湖
畔
の
宿
の
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平　

勝
義

日
に
三
度
予
報
確
か
む
梅
雨
の
時
期

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

杉
田
美
智
子

庭
先
に
咲
き
誇
り
た
る
デ
ン
ド
ロ
の

甘
き
香
り
に
包
ま
る
る
朝

　
　
　
　
　
　
　
　

大
神　

佐
藤　

慶
子

連
休
は
家
族
総
出
の
お
茶
作
り

釜
も
と
の
母
汗
だ
く
の
母

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

上
田　

靖
子

薫く

ん
ぷ
う風

に
も
み
じ
の
枝
は
た
お
や
か
に

上
下
左
右
に
揺
れ
止や

ま
ず
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

石
和
ト
シ
コ

仕
事
よ
り
帰
れ
る
わ
れ
を
待
ち
し
子
ら

わ
れ
先
に
話
す
遠
き
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　
　

大
神　

北
野
ヤ
ス
ヱ

風
強
く
日
照
り
続
き
の
草
原
に

蓬よ
も
ぎの

白
き
葉
裏
な
び
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

濱
本
紀
代
子

み
ど
り
ご
の
産
着
の
ご
と
く
筍
の

皮
い
ち
ま
い
２
枚
は
ぎ
て
ゆ
く

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

進
学
を
検
討
中
の
保
護
者
の

方
や
生
徒
を
対
象
に
大
学
・
入

試
情
報
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

に
加
え
、
在
校
生
プ
レ
ゼ
ン
型

の
講
義
説
明
な
ど
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

入
学
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

な
ど
直
接
先
輩
に
質
問
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
（
入
場
無
料
・

予
約
不
要
）。

▼�

日
時　

７
月
20
日
（
土
）
13

時
30
分

▼�

場
所　

大
分
県
立
工
科
短
期

大
学
校
（
中
津
市
）　

▼�

問
合
先　

大
分
県
立
工
科
短

期
大
学
校

☎
０
９
７
９
‐
23
‐
５
５
０
０

職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

９
月
受
講
生
募
集

　

こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
。
未
来

へ
の
挑
戦
。
再
就
職
へ
の
決
意

と
希
望
を
胸
に
、
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
の
職
業
訓
練
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

▼�

募
集
コ
ー
ス

○
電
機
シ
ス
テ
ム
科

※�

１
カ
月
間
の
導
入
講
習
付
き

の
訓
練
で
す
。
社
会
人
に
な

る
う
え
で
必
要
な
基
礎
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼�

募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）

▼�

受
講
料　

無
料

▼�

訓
練
期
間

　
�

９
月
３
日
（
火
）
～
令
和
２

年
２
月
28
日
（
金
）

※�
説
明
会
を
７
月
23
日
（
火
）

に
行
い
ま
す
。

▼�

問
合
先　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
大
分
（
受
講
者
係
）

☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　

消
防
法
第
13
条
の
23
の
規
定

に
基
づ
き
危
険
物
の
取
扱
作
業

の
保
安
に
関
す
る
講
習
が
８
月

下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て

県
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

申
請
書
受
付
期
間　

７
月
16

日
（
火
）
～
24
日
（
水
）

▼�

受
講
申
請
書
受
付
場
所

　

�

各
地
区
危
険
物
安
全
（
防

災
）
協
会
事
務
局

大
分
県
職
員
採
用
選
考

　

令
和
元
年
度
大
分
県
職
員
採

用
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

▼�

職
種　

研
究
員
（
電
気
・
機

械
・
デ
ザ
イ
ン
・
科
学
）

▼�

受
付
期
間

　

８
月
２
日
（
金
）
ま
で

▼
第
一
次
選
考
日　

　

９
月
１
日
（
日
）

▼�

問
合
先　

大
分
県
人
事
委
員

会
事
務
局
公
務
員
課
任
用
給

与
班

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
２
２

※�

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

県
庁
受
付
な
ど
で
配
布
の
選

考
要
領
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
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裁
判
所
見
学
ツ
ア
ー

　

夏
休
み
を
利
用
し
、
裁
判
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
小
学
生
を

対
象
に
、
裁
判
所
見
学
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
７
日
（
水
）

○�

午
前
の
部　

９
時
20
分
～
12

時
○�

午
後
の
部　

13
時
30
分
～
16

時
10
分

▼�

場
所　

大
分
地
方
裁
判
所
第

１
号
法
廷

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

『
鉄
道
近
接
工
事
』
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

鉄
道
に
関
す
る
事
故
は
、
一

歩
間
違
え
れ
ば
脱
線
事
故
や
感

電
事
故
な
ど
、
大
惨
事
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

建
物
の
建
設
・
解
体
や
、
庭

木
や
山
林
の
木
の
伐
採
な
ど
、

線
路
に
近
接
し
た
作
業
を
行
う

場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先　

　

Ｊ
Ｒ
九
州
大
分
鉄
道
事
業
部

☎
０
９
７
‐
５
１
３
‐
５
８
５
３

※�

詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
九
州
の
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

▼�

募
集
人
数　

各
80
名
（
電
話

に
よ
る
申
し
込
み
先
着
順
）

▼�

募
集
期
間　

７
月
８
日

（
月
）
～
８
月
２
日
（
金
）

▼�

対
象　

小
学
４
年
生
か
ら
６

年
生
（
保
護
者
の
同
伴
を
お

願
い
し
ま
す
）

▼�

申
込
・
問
合
先　

　

�

大
分
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
庶
務
係

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

　 ５ 月 28 日 （ 火 ）、 日
出 町 の 行 政 相 談 委 員 で あ
る 近 藤 嘉 登 さ ん が、 行 政
相 談 委 員 と し て の 活 動 に
対 し、 令 和 元 年 度 行 政 相
談 委 員 全 体 会 議 に お い
て、 九 州 管 区 行 政 評 価 局
地 域 総 括 評 価 官 （在 大 分
行 政 監 視 行 政 相 談 セ ン
タ ー） 感 謝 状 を 贈 呈 さ れ
ま し た。
　 こ の 感 謝 状 は、 行 政 相
談 委 員 業 務 の 遂 行 に 特 に
尽 力 さ れ た 委 員 に 贈 呈 さ
れ る も の で、 今 年 度 は 近
藤 委 員 を 含 め、 ９ 人 の 委
員 に 贈 呈 さ れ ま し た。

行政相談員へ感謝状が贈呈されました

サマージャンボ宝くじ
　１等前後賞合わせて７億円
　１等５億円、前後賞各１億円

サマージャンボミニ
　１等前後賞合わせて 5,000 円万円
　１等 3,000 万円、前後賞各 1,000 万円

７月２日 ( 火 ) 同時発売 !!
販売期間　７月２日（火）～８月２日（金）
抽選日　　８月 14 日（水）
この宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。

（一財）全国市町村振興協会
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

お
誕
生
お
め
で
と
う

（  

）
内
は
保
護
者
名
・
区
名

（  

）
内
は
行
年
・
区
名

※
５
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

小
野　

晃
司	

（
55	

是
城
）

津
田　

良
平	

（
96	

団
地
西
）

古
川　

正
之	

（
33	

東
仁
王
）

清
田　

サ
ツ
キ	（
94	

西
部
）

土
肥　

次
男	

（
91	

一
北
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

甲
原　

千ち
あ
き暁	

（
一
暁
・
由
希
恵   

是
城
）

棹　
　

大だ
い
ご悟 	（

崇
秀
・
温
子  

中
の
三
）

栗
原　

加か

ほ帆 

（
聡
・
怜
子  

日
出
中
央
）

垂
永　

律り
つ 	

（
公
平
・
美
歩  
西
八
日
市
）

宇
都
宮　

旭
あ
さ
ひ	

（
将  

佐
尾
）

尾
﨑　

綾あ
や
ね音 	（
浩
史  

上
仁
王
）

鈴
木　

康こ
う
せ
い生 	（
啓
悟
・
祐
子  

東
仁
王
）

松
尾　

琉る
い
と叶 	（
大
輔
・
実
優  

南
部
）

森
田　

颯さ
つ
き季	

（
慧
吾
・
愛  

南
部
）

伊
藤　

美み

お緖	

（
翔
太
・
摩
耶  

南
部
）

森　
　

円ま
ど
か奏	

（
健
・
優
子  

南
部
）

前
田　

聖せ
い
ま馬	

（
良
輔  

一
北
）

川
上　

晟じ
ょ
う
た
ろ
う

大
朗
（
裕
・
悦
子  

赤
松
）

畑　
　

夕ゆ
う
ひ陽 	（

槙
之
助
・
久
美
子  

成
行
）

小
関　

唄う
た	

（
竜
太  

西
小
深
江
）

伊
東　

紬つ
む
ぎ葵	

（
大
佑
・
栞  

西
小
深
江
）

川
又　

鈴す
ず
は晴	

（
麗
次
・
智
美  

内
野
）

荒
巻　

麗れ

み海 	（
裕
也  

内
野
）

阿
部　

瑞み
ず
は芭	

（
一
弘
・
春
奈  

内
野
）

松
田　

悠ゆ
う
ま希	

（
翔
太
・
明
日
香  

内
野
）

𦚰　
　

奏か
な
た汰	

（
孝
志
・
香
織  

北
大
神
）

梁
田　

竜
り
ゅ
う
せ
い正	

（
孝
弘
・
裕
佳  

後
村
）

７月 20 日（土）13 時～ 15 時
おりがみ教室　500 円

二の丸館 イベント情報

深見記念館 イベント情報

７月 11 日・25 日（木）９時～ 17 時
おばあちゃんの知恵袋

７月 17 日（水）
10 時～ 12 時、13 時～ 15 時
楽健康の仲間達

随時受付
『着物で城址さんぽ（着付け）』
お申込は日出きものマムズ（☎ 090-
5733-7360）まで

中央公民館ホールイベント情報

７月 25 日（木）　10 時～、14 時～
夏休み子ども映画劇場

『モアナと伝説の海』上映

７月 28 日（日）　10 時～ 16 時
豊友会カラオケ交流発表会

（無料、観覧可）

７月 29 日（月）　10 時～ 12 時
コープおおいた親子ワークショップ

（材料費は参加者負担、親子で参加）

日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数	 12,375	（＋	16）	 ＋	 41
人　口	 28,351	（＋ 49）	 ＋	 38
	 男	 13,641	（＋ 18）	 ＋	 7
	 女	 14,710	（＋	31）	 ＋	 31
	 南端	 276	（－	 3）	
	 豊岡	 7,057	（＋	 6）	
	 日出	 5,935	（＋	11）
	 藤原	 3,867	（＋	 5）
	 川崎	 6,148	（＋	27）
	 大神	 5,068	（＋   3）
	 （　）	内は前月比
		 内は平成 31 年４月１日比　

令和元年６月１日現在の
住民基本台帳の登録人口

あなたのスマホに
『広報ひじ』最新号が毎月届く！

おおいた防災アプリ

防災に特化したスマホアプリ『おお
いた防災アプリ』をぜひご活用くだ
さい。
　　 （ios 版）　　　　（Android 版）

問合先　県防災局防災対策企画課
　　　　☎ 097-506-3155
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7月 7
日（日

）

　ホテルソラージュ大分・日出では、日頃の
ご愛顧に感謝して、『日出町民感謝デー』を開
催します。当日は、日出町民に限り、スプラッ
シュプール『ガオ』が特別優待価格でご利用
いただけます。

ホテルソラージュ大分・日出

日出町民感謝デー

■�正式オープン期間
　７月 13 日（土）～９月 1日（日）
■休館日
　�７月 16 日（火）～７月 19 日（金）
■問合先
　ホテルソラージュ大分・日出　
　☎ 72-1800

■町民感謝デー開催日　７月７日（日）
■時間　10 時～ 17 時（受付終了 16 時）
■料金　大人、中高生、小人
　　　　一律 500 円（特別優待価格）
※�ブラックドラゴンフリーパスポート料金
は別です。
■注意事項
◇飲食の持ち込みはできません。
◇タトゥ、刺青のある方は入場できません。

　「ひじはく」は、ひじの人々とのふれあいや
語らいを通じて、地域の魅力を再発見する取り
組みです。
第４回目を迎える今年は、大分県で開催される
ラグビーワールドカップの時期にあわせ秋に開
催し、国内外の方々に日出町に足を運んでいた
だきたいと思います。
　「ひじはく」のプランを通して、日出町の魅
力をお伝えすることに興味がある方は、事務局
までお問合せください。
　詳細につきましてご案内いたします。

ひじはく～ hi j ihaku ～ 2019
プランを募集します！

■開催期間　9 月 20 日 ( 金 ) ～ 11 月 30 日（土）72 日間
■募集締め切り　7 月中旬
■問合・申込先　
　ひじはく事務局（日出町観光協会）☎ 0977-72-4255
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